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浄土真宗本願寺派

専 徳 寺

【法句】 216 こっちは忘れても　親さんは　忘れんだけのう（源左）

御
　
案
　
内

歓
喜
会
︵
盆
会
︶
法
要

　
「
全
員
聞
法　

全
員
伝
道
」
本
願
寺
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
ご
一

緒
に
お
聴
聞
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

夜
は
涼
し
く
気
持
ち
良
い
で
す
。
若
い
方
で
、
日
中
お
忙
し
い

方
は
、
夜
座
に
ご
参
詣
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
6
月
、
専
如
ご
門
主
が
、
本
願
寺
住
職
・
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
の
第
25
代
ご
門
主
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
伝
灯
」
と
い

い
ま
す
。

　

伝
灯
奉
告
法
要
と
は
、
真
実
の
み
教
え
が
伝
え
ら
れ
た
事
を
仏
祖
の
御

前
に
告
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
お
念
仏
の
み
教
え
が
広
く
伝
わ
る
こ
と
を

願
っ
て
本
願
寺
で
勤
修
さ
れ
る
法
要
で
す
。

　

昨
年
一
月
十
六
日
、
報
恩
講
に
て
発
布
さ
れ
た
ご
消
息
を
掲
載
し
ま
す
。

専
徳
寺
納
骨
堂
受
付
中

本
願
寺
派
布
教
使

　
　
加
藤 
一
英 

師
（
大
崎
上
島
町
）

8
月
　
日（
金
）

2627

昼
1
時
半
〜
3
時
半

夜
7
時
半
〜
9
時

　
　
　
日（
土
）

昼
1
時
半
〜
3
時
半

日　

程

ご
講
師

日
　
時

●
法
座
奉
仕　

通
津
上
地
区
（
松
崎
・
山
田
・
本
呂
尾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
法
座
後
の
片
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
参
拝
セ
ッ
ト
…
①
念
珠
②
聖
典
③
式
章
④
聴
聞
カ
ー
ド

　
　

※
お
持
ち
の
方
は
お
忘
れ
な
く
。
④
は
帳
場
に
あ
り
ま
す
。

新
物
故
者
を
偲
び
ご
遺
族
の
焼
香
が
あ
り
ま
す
。

新
物
故
者
追
悼
法
要
（
26
日
昼
座
）

ぜ
ん
い
ん
も
ん
ぼ
う

ぜ
ん
い
ん
で
ん
ど
う

せ
ん
に
ょ

で
ん
と
う

ぶ
っ
そ

伝
灯
奉
告
法
要

で
ん
と
う
ほ
う
こ
く
ほ
う
よ
う

西
本
願
寺

第
二
十
五
代
専
如
門
主

伝
灯
奉
告
法
要

平
成
28
年
10
月
�
平
成
29
年
5
月
︵
10
期
80
日
︶

　
去
る
平
成
26
年
６
月
６
日
�
前
門
主
の

跡
を
承
け
て
法
統
を
継
承
し
�
本
願
寺
住

職
な
ら
び
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
と

し
て
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
�
こ
こ
に
法

統
継
承
を
仏
祖
の
御
前
に
奉
告
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
�
あ
わ
せ
て
本
願
念
仏
の
ご
法
義
の
隆
盛
と
宗
門
の
充

実
発
展
と
を
期
し
て
�
平
成
28
年
お
よ
び
29
年
に
�
伝
灯
奉
告
法
要

を
お
勤
め
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
� 

　
阿
弥
陀
如
来
の
ご
本
願
は
�
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
分
け
隔
て
な
く
そ

の
ま
ま
救
お
う
と
は
た
ら
き
か
け
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
�
迷
い
と

苦
悩
を
か
か
え
る
私
た
ち
は
�
阿
弥
陀
如
来
の
お
慈
悲
ひ
と
す
じ
に

こ
の
身
を
任
せ
�
真
実
の
さ
と
り
の
世
界
で
あ
る
お
浄
土
に
生
ま
れ

て
い
く
べ
き
身
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
�
宗
祖
親
鸞
聖
人
が﹁
そ

ら
ご
と
た
わ
ご
と
﹂
と
お
示
し
く
だ
さ
�
た
私
た
ち
自
身
を
含
む
迷

い
の
世
界
は
�
何
一
つ
と
し
て
た
よ
り
に
な
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
�
ご
本
願
の
は
た
ら
き
の
中
に
生
き
る
私
た
ち
は
�
確
か
な
依
り

ど
こ
ろ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
� 

　
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
る
便
利
で
豊
か
な
生
活
の
追
求
や
欲
望
の

肥
大
化
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
が
�
人
々
は
�
そ
の
よ
う

な
豊
か
さ
の
み
を
追
求
す
る
こ
と
の
虚
し
さ
に
気
づ
き
は
じ
め
た
の

で
は
な
い
で
し
�
う
か
�
し
か
も
�
核
家
族
化
・
人
口
の
流
動
化
な

ど
に
よ
�
て
社
会
構
造
は
大
き
く
変
化
し
�
人
間
関
係
は
希
薄
と
な

り
新
た
な
悩
み
や
不
安
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
�
さ
ら
に
世
界
に
眼

を
移
せ
ば
�
武
力
紛
争
�
経
済
格
差
�
気
候
変
動
�
核
物
質
の
拡
散
な
ど
�

人
類
の
生
存
に
関
わ
る
課
題
が
露
呈
し
て
い
ま
す
�
こ
れ
ら
の
傾
向

は
今
後
一
層
強
く
な
�
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
�

　
私
た
ち
は
�
凡
愚
の
ま
ま
摂
め
取
�
て
捨
て
な
い
と
は
た
ら
き
続

け
て
い
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
如
来
の
お
慈
悲
を
聞
信
さ
せ
て
い
た
だ

伝
灯
奉
告
法
要
に
つ
い
て
の
消
息

で
ん
と
う
ほ
う
こ
く
ほ
う
よ
う

※
両
日
昼
座
１
時
15
分
よ
り
世
話
人
会

ぼ
ん
ぐ

お
さ
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７
月
28
日　
　
　
　
　

保
津　
　

賀
屋　

信
一
郎 
様

　

お
給
仕
の
慶
び
一
入
に
存
じ
ま
す
。

　

岩
国
組
の
「
伝
灯
奉
告
法
要
団
体
参
拝
」（
一
泊
二
日
）。

ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
期　
　

間
】
2
0
1
7
年
（
平
成
29
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
月
16
日
㈫
〜
5
月
17
日
㈬

【
代　
　

金
】
4
万
5
千
円
（
部
屋
は
相
部
屋
で
す
）

【
募
集
人
数
】
20
名

【
申
し
込
み
】
お
寺
に
ご
一
報
く
だ
さ
い

（
☎
0
8
2
7
ー
38
ー
1
1
2
4
）

※
4
月
2
・
3
日
、
西
大
谷
へ
納
骨
参
拝
を
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
次
号
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
法
物
下
附
式
（
入
仏
式
）

ご
恩
を
偲
び
ま
し
た
〔
法
事
勤
修
〕6
／
6
〜
8
／
2

仏
具
お
み
が
き（
7
月
23
日　
専
徳
寺
倶
楽
部　
夏
の
集
い
）

【
参
加
者
】
秋
嶋
進
一
・
浅
井
佐
・
岡
崎
福
美
・
沖
原
政
裕
・

賀
屋
国
昭
・
岸
井
清
市
・
多
山
博
通
・
半
田
正
昭
・
半
田
健
二
・

増
本
真
一
・
村
重
親
男
・
森
田
幸
一
・
吉
柴
伸
一
・
村
中

紀
一
郎
・（
森
田
京
子
・
吉
柴
奈
保
子
・
村
重
真
理
子
）

※
括
弧
内
は
親
睦
会
参
加

　

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
日
時
】
6
月
9
日 

【
場
所
】
山
口
別
院
【
講
師
】
小
林
顕

英
【
参
加
者
】
水
上
三
千
代
、
末
広
美
代
子

ご
報
告
い
た
し
ま
す

山
口
別
院
設
立
30
周
年
記
念
法
要

【
日
時
】
6
月
24
日 

【
場
所
】
善
福
寺 

【
参
加
者
】
68
名
【
講

師
】
玉
泉
瑞
穂
【
テ
ー
マ
】
わ
が
青
春
の
宝
塚
【
参
加
者
】

白
田
尚
則
、
神
田
隆
司
、
呉
田
勝
彦
、
高
林
雅
信
、
藤
重
博
、

大
﨑
三
雄
、
村
河
多
丸
、
住
職

岩
国
組
門
徒
総
代
会
総
会

【
通
津
】
森
重
牧
子
3
、
中
﨑
哲
夫
1
、
和
泉
光
俊
50
、
畑

中
和
博
1
、
時
藤
眞
津
男
13
、
杉
下
満
男
17
、
森
山
梭
一

3
、
村
本
美
代
乃
100
、
伊
原
哲
男
50
・
100
、
白
井
由
紀
子

50
、【
保
津
】
土
井
明
子
7
、
賀
屋
光
貴
250
、【
青
木
】
高

重
八
重
子
13
、
藤
本
智
弘
7
、
下
瀬
光
子
1
、
上
田
修
一

100
、【
黒
磯
】
森
重
哲
夫
7
、
木
村
光
成
1
、【
藤
生
】
高

嶋
正
和
1
、
野
原
誠
33
、
故
白
木
助
二
25
、【
南
岩
国
】
倉

重
秀
樹
7
、
米
本
俊
一
1
、【
市
内
】
中
西
聡
7
、
村
井
一

生
3
、
長
岡
一
七
子
13
、
益
冨
弘
人
3
、
高
木
瑠
美
子

1
、【
広
島
】
林
恵
子
17
、
松
岡
英
樹
１
、
神
田
太
市
郎

1
、【
京
都
】
谷
川
幸
洋
3

つ
い
た
ち
礼
拝（
月
の
は
じ
め
は
礼
拝
日
）午
前
９
時
よ
り
45
分
間　

９
月
１
日
㈭　

※
10
月
１
日
は
法
座
と
重
な
っ
た
為
あ
り
ま
せ
ん
。

6
月
12
日
御
往
生

　
　
　
　

青
木　
　

弘
本　

秀
彦 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喪
主　

徳
岡　

紀
美 

様

6
月
20
日
御
往
生

　
　
　
　

平
田　
　

村
橋　

満
子 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喪
主　

松
重
加
代
子 

様

7
月
2
日
御
往
生

　
　
　
　

山
田　
　

西
岡　

明
生 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喪
主　

西
岡　

康
彦 

様

7
月
3
日
御
往
生

　
　
　
　

保
津　
　

緒
方　

哲
也 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喪
主　

緒
方　

智
和 

様

7
月
11
日
御
往
生

　
　
　
　

藤
生　
　

上
村　

貞
夫 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喪
主　

上
村　

郁
子 

様

7
月
16
日
御
往
生

　
　
　
　

保
津　
　

賀
屋　

俊
昌 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喪
主　

賀
屋
信
一
郎 

様

7
月
20
日
御
往
生

　
　
　
　

郷　
　
　

白
田　

公
美 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喪
主　

白
田　

憲
光 

様

7
月
25
日
御
往
生

　
　
　
　

保
津　
　

宮
﨑　

翔
大 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喪
主　

宮
﨑　

純
一 

様

み
仏
に
い
だ
か
れ
て
〔
葬
儀
勤
修
〕

法
要
余
香
（
6
月
17
日　

仏
婦
法
座
）

【
講　

師
】
森
田
義
見
師

【
参
詣
者
】
昼
96
名
。

【
お
供
物
】
河
村
ア
サ
子

【
御
報
謝
】
河
本
多
喜
子
、
村
中

恵
子
、通
谷
み
え
子
、北
本
時
枝
、

深
井
絹
代
、
村
岡
房
江
、
高
嶋

む
つ
子
、
三
井
初
美
、
増
本
美

佐
江
、土
井
智
恵
子
、半
田
洋
美
、

吉
柴
恵
子
、
佐
倉
裕
子
、
村
中

久
子
、
村
河
久
美
子
、
岩
中
み

ど
り
、
米
本
政
子
、
米
村
敏
子
、
村
重
京
子
、
中
本
絹
代
、

通
谷
み
え
子
、
佐
々
井
尚
子
、
中
柴
節
子
、
白
井
田
鶴
子
、

中
谷
瑞
恵
、
藤
川
靖
子
、
大
倉
紀
代
子
、
畝
挟
雅
子
、
土

井
和
枝
、土
井
ト
シ
コ
、山
崎
信
子
、藤
重
順
子
、宮
本
早
苗
、

木
村
八
重
子

　

前
日
の
大
掃
除
も
含
め
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
去
る
平
成
26
年
６
月
６
日
�
前
門
主
の

跡
を
承
け
て
法
統
を
継
承
し
�
本
願
寺
住

職
な
ら
び
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
と

し
て
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
�
こ
こ
に
法

統
継
承
を
仏
祖
の
御
前
に
奉
告
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
�
あ
わ
せ
て
本
願
念
仏
の
ご
法
義
の
隆
盛
と
宗
門
の
充

実
発
展
と
を
期
し
て
�
平
成
28
年
お
よ
び
29
年
に
�
伝
灯
奉
告
法
要

を
お
勤
め
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
� 

　
阿
弥
陀
如
来
の
ご
本
願
は
�
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
分
け
隔
て
な
く
そ

の
ま
ま
救
お
う
と
は
た
ら
き
か
け
て
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
�
迷
い
と

苦
悩
を
か
か
え
る
私
た
ち
は
�
阿
弥
陀
如
来
の
お
慈
悲
ひ
と
す
じ
に

こ
の
身
を
任
せ
�
真
実
の
さ
と
り
の
世
界
で
あ
る
お
浄
土
に
生
ま
れ

て
い
く
べ
き
身
に
な
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
�
宗
祖
親
鸞
聖
人
が﹁
そ

ら
ご
と
た
わ
ご
と
﹂
と
お
示
し
く
だ
さ
�
た
私
た
ち
自
身
を
含
む
迷

い
の
世
界
は
�
何
一
つ
と
し
て
た
よ
り
に
な
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
�
ご
本
願
の
は
た
ら
き
の
中
に
生
き
る
私
た
ち
は
�
確
か
な
依
り

ど
こ
ろ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
� 

　
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
る
便
利
で
豊
か
な
生
活
の
追
求
や
欲
望
の

肥
大
化
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
が
�
人
々
は
�
そ
の
よ
う

な
豊
か
さ
の
み
を
追
求
す
る
こ
と
の
虚
し
さ
に
気
づ
き
は
じ
め
た
の

で
は
な
い
で
し
�
う
か
�
し
か
も
�
核
家
族
化
・
人
口
の
流
動
化
な

ど
に
よ
�
て
社
会
構
造
は
大
き
く
変
化
し
�
人
間
関
係
は
希
薄
と
な

り
新
た
な
悩
み
や
不
安
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
�
さ
ら
に
世
界
に
眼

を
移
せ
ば
�
武
力
紛
争
�
経
済
格
差
�
気
候
変
動
�
核
物
質
の
拡
散
な
ど
�

人
類
の
生
存
に
関
わ
る
課
題
が
露
呈
し
て
い
ま
す
�
こ
れ
ら
の
傾
向

は
今
後
一
層
強
く
な
�
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
�

　
私
た
ち
は
�
凡
愚
の
ま
ま
摂
め
取
�
て
捨
て
な
い
と
は
た
ら
き
続

け
て
い
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
如
来
の
お
慈
悲
を
聞
信
さ
せ
て
い
た
だ

き
�
そ
の
有
り
難
さ
尊
さ
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あ
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の
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る
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に
貢
献
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道
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か
れ

て
い
く
の
で
あ
り
ま
し
�
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こ
の
た
び
の
ご
法
要
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聖
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に
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�
て
明
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れ
た
阿
弥
陀
如
来
の
救
い
の
は
た
ら
き
に

依
り
な
が
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時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
宗
門
の
新

た
な
第
一
歩
と
し
て
意
義
を
持
つ
も
の
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あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
�
宗
門
で
は
�
親
鸞
聖
人
御
誕
生
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５

０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
に
向
け
て
新
た
な
長
期

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
�
皆
様
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積
極
的
な
ご
協
力

と
ご
参
画
を
心
か
ら
念
願
い
た
し
ま
す
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